
USB4™ 
コンプライアンス・テスト・

ソリューション
QPHY-USB4-TX-RX

主な機能と特徴

�USB-C®コンプライアンス・テスト仕様

（CTS）をサポート： 

  – USB4 Router Assembly  

  – USB4 Captive Device 

  – Thunderbolt™ 3 Host/Device 

  – USB4 Active Cable – CTS TBD

サポートされているテスト： 

  –トランスミッタ（Tx）テスト 

  –レシーバ（Rx）テスト 

  –レシーバチャネル校正 

  –ケーブル測定

USB4ホスト、デバイス、ハブ、パッシブ

ケーブル、アクティブケーブルアセンブ

リの自動テスト

USB4ポートのマルチレーン解析、コン

プライアンス、デバッグ

自動化されたコントローラとフィクス

チャを使用したテスト対象デバイス

（DUT）の制御

USB-Cケーブルの挿入損失測定 

QualiPHYレポート・ジェネレータは全

ての関連するテスト情報を含む包括的

なレポートを生成

コンプライアンス・テスト
QPHY-USB4 -TX -RXソフトウェア

は、USB4 Router Assemblyおよ

びCaptive Device CTSに従ってUSB4

のテストを自動化します。また、USB-C

コネクタを使用するThunderbolt3ホ

スト/デバイスCTSもサポートされて

います。テストは、テレダイン・レクロ

イLabMaster10Zi-Aおよびアンリツ 

MP1900Aを使用して実行されます。 

このソリューションは、オシロスコー

プ、BERT、テストコントローラを制御し

て、トランスミッタ（Tx）でパラメトリッ

ク、ジッタ、およびアイ・コンプライアン

スを実行します。ストレスを受けた信号

を校正し、レシーバ（Rx）でBER測定を実

行します。

マルチレーン・テスト
U S B 4 の ア ー キ テ ク チ ャ は 、 2 つ の

20Gb/sのシグナルレーンで定義され

ます。LabMaster 10 Zi-Aは、両方の

レーンで同時に捕捉、解析、コンプライ

アンス・テストを提供し、テストのセットア

ップ、コンプライアンス、デバッグの時間

を大幅に節約します。

テストチャネル校正
USB4レシーバのテストでは、テストケ

ーブルとフィクスチャの挿入損失を直接

測定する必要があります。WavePulser 

40iX高速インターコネクト・アナライザ

は、費用効果の高い40 GHz Sパラメー

タ、インピーダンスプロファイル測定、お

よび解析をUSB4テストベンチにもたら

します。

Universal Serial Bus 4（USB4）は、Thunderbolt 3物理層（PHY）仕様に

主に基づいて、レーンあたり20 Gb/sの2レーンを備えたUSBType-C®コ

ネクタに新しいパフォーマンスと機能を実現します。テレダイン・レクロイの

LabMaster10Zi-Aオシロスコープ、WavePulser 40iX高速インターコネクト・ア

ナライザ、およびアンリツのMP1900Aシグナルクオリティアナライザ-R 

BERT　（ビットエラーレートテスタ）は、USB4テストエンジニアに自動コン

プライアンスのための統合電気テストソリューションを提供する包括的なシ

ステムで、テストやデバッグの加速、および市場投入までの時間の短縮が図

れます。
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最速のレシーバテスト校正
レシーバテストの校正は、QPHY-USB4-TX-RXによって完全に自動化されています。ここで、QPHYはアンリツMP1900Aと

LabMaster10 Zi-Aオシロスコープを制御して、レシーバのストレスドアイのパラメータを校正します。全チャネルの挿入損失

（IL）を校正し、ケーブル（Tx測定とRx校正の両方）のSパラメータ測定を使用してオシロスコープへディエンベデッドする必要が

あります。 

USB4およびThunderbolt3テクノロジの標準ベースのテストには、2つのレーン（Lane0、Lane1）での

トランスミッタ（Tx）とレシーバ（Rx）のテストが含まれ、QPHY-USB4-TX-RXは両方をカバーしています。 

–最初にテストシステムをデバイスに正しく接続する方法のステップバイステップのガイドを提供します。次に機器

とDUTの設定と機能を自動的に構成し、テストを実行して結果をコンプライアンス・テストレポートに記録します。

USB4コンプライアンス・テストを自動化するQPHY-USB4

マルチレーン・トランスミッタのテスト
LabMaster 10 Zi-AとSDAIII-CompleteLinQで実行されるQPHY-USB4-TX-RXは、Lane0とLane1の両方でTXコンプライ

アンス測定を自動的に取り込み、解析、実行する独自のソリューションを提供します。SDA8 Zi-Bは2つのレーンを「レーンごと」

に順番にテストします。

• TXコンプライアンス測定： 

 –  Transmitter Equalization 

 –  Minimum Unit Interval 

 –  Spread Spectrum Clock (SSC) Down Spread Range 

 –  SSC Down Spread Rate 

 –  SSC Phase Deviation 

 –  SSC Slew Rate 

 –  Tx Frequency Variation Training 

 –  Lane to Lane Skew 

 –  Rise/Fall Time 

 –  Electrical Idle Voltage 

 –  AC Common Mode (ACCM) 

 –  Total Jitter (TJ) 

 –  Uncorrelated Jitter (UJ) 

 –  Uncorrelated Deterministic Jitter (UDJ) 

 –  Low Frequency UDJ (UDJ_LF) 

 –  DCD (Odd/Even) Jitter (OEJ) 

 –  Eye Diagram & Mask Test 

 –  Wireless Band Conducted Emissions

自動トランスミッタ・テスト–この図は、マルチレーン・トランスミッタ・テスト

に必要な接続の詳細を示しています。QPHY-USB4-TX-RXは明確な接続図

を使用して、すべてのセットアップ手順を簡素化します。 

• ストレスドアイ・パラメータ：

 –  Spread Spectrum Clock（SSC） 

 –  Data Dependent Jitter（DDJ）  

	  for captive devices and active cables 

 –  AC - Common Mode Voltage (ACCM) 

 –  Random Jitter (RJ) 

 –  Periodic Jitter (PJ) 

 –  Total Jitter (TJ) 

 –  Eye Height and Width (EH/EW)
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レシーバBERテスト
校正が完了するとセットアップでオシロスコープがDUTに置き換えられます。ビット誤り率（BER）テストは、校正されたストレスアイ信号が適

用されている間に、指定された観測時間の間、DUTのレシーバ回路のエラーレジスタを読み取ることによって実行されます。マイクロコント

ローラは、USB-Cケーブルを介したSBTX / SBRXサイドバンド信号を使用して、DUTのエラーカウントレジスタをポーリングします。QPHY-

USB4-TX-RXはBERテストの自動化をサポートし完全なテストレポートを提供します。 

USB4電気テスト機器とサポート

テレダイン・レクロイ高性能オシロスコープ

テレダイン・レクロイは、USB4およびThunderbolt3 トランスミッタ・コンプライアンス要件

をサポートする、25GHz以上の帯域幅と80GS/sサンプルレートのオシロスコープモデルが

あります。

• LabMaster 10 Zi-A (25 GHz - 65 GHz帯域幅モデル) ：マルチレーン同時捕捉用

• SDA 8 Zi-B (25 GHz - 30 GHz帯域幅モデル) ：シングルレーン捕捉用

アンリツ MP1900A シグナルクオリティアナライザ-R 

MP1900Aは、高速デバイスの研究開発およびコンプライアンス・テスト向けのBERテスト

ソリューションです。MP1900Aは、2.4Gb/sから32.1Gb/sまでの高精度なストレス信号を

最小の固有ジッタで発生し、高再現性のジッタおよびノイズ耐性テストに対応します。

WavePulser 40iX 高速インターコネクト・アナライザ 

TxおよびRx校正の場合、テストケーブルの4ポートSパラメータモデルを測定し、オシロスコー

プでケーブルの影響を除去しなければなりません。レシーバの校正中には、USB-Cケーブル

と全チャネルの挿入損失もナイキスト周波数で測定する必要があります。WavePulser 40iX

は、Sパラメータ測定を行うためのVector Network Analyzer（VNA）の費用効果の高い代替

手段であり、簡単に使用できます。

USB4およびThunderbolt3用テストフィクスチャ

高速テストフィクスチャおよびDUTマイクロコントローラは、Wilder Technologies 

（www.wilder-tech.com）で入手できます。

QPHY-USB4の起動とフィールドサポート

テレダイン・レクロイは、テレダイン・レクロイオシロスコープ、アンリツ MP1900Aシグナルクオリティアナライザ、およびサードパーティの

テストフィクスチャを使用したQPHY-USB4-TX-RX自動化ソフトウェアの立ち上げと技術サポートのため、フィールド・アプリケーション・エン

ジニアのサポートを提供します。



オーダー情報

アンリツMP1900ABERT（Rxテストに必要） 

21/32 Gb / s SI PPG MU195020A
動作ビットレート 2.4 Gb / s〜32.1 Gb / s
チャンネル数 1または2
出力振幅 0.2Vp-p〜2.6Vp-p（Differential）
エンファシス 10（最大）
Tr/Tf（20-80%） 12 ps（代表値）

12.5GHz4ポートシンセサイザ-MU181000B

ジッタ変調ソース-MU181500B
ジッタソース SSC、RJ、SJ、BUJ

ノイズジェネレータMU195050A
DMI 2GHz〜10GHz

DCブロック（2個）-K261
帯域幅 40 GHz
詳細はMP1900Aデータシートをご覧ください。

テストフィクスチャとマイクロコントローラ 
詳細については、www.wilder-tech.comを参照してください。

オシロスコープ（TxおよびRxテストに必要） 

LabMaster10Zi-AまたはSDA8Zi-B

LM 10 Zi-A SDA 8 Zi-B

LabMaster 10Zi-A MCM MCM-10Zi –

QPHY-USB4-TX-RXのサポート
モデル

10-25Zi-A〜10-
65Zi-A

825Zi-B (SDA) 
830Zi-B (SDA)

帯域幅 25 GHz〜65 GHz 25 GHz、30 GHz

USB4マルチレーン捕捉 〇 ×

サンプリング速度 全チャンネルで
80GS/s

2チャンネルで
80GS/s

立ち上り時間（20-80％） 4.9 ps-14.5 ps 11.5 ps-13 ps

標準捕捉メモリ 32Mポイント/ch

最大捕捉メモリ 512Mポイント/ch

詳細については、オシロスコープのデータシートを参照してください。

QualiPHY

QualiPHYは、高速シリアル・バスのコンプライアンス・テストに関

する特別な知識が無くても、誰でも短時間に試験ができるソフト

ウェアです。

•	 各テスト設定ごとにユーザに手順をガイド

•	 関連するテスト手順に従って各測定を実行

•	 該当する仕様リミット値と各計測値を比較

•	 全ての結果を完全にドキュメント化

•	 QualiPHYはユーザが毎回正しい方法でテストを実施でき

るようにサポートします！

コンプライアンス・レポ

ートは関連する全てのテ

ストされた値、仕様リミッ

ト値およびスクリーンキ

ャプチャを含みます。コ

ンプライアンス・レポート

は、HTML、PDF、または

XML形式で作成できます 

製品の説明 製品型式
QualiPHY対応 USB4トランスミッタ/レシーバ・コンプライアンス・ソフトウェア・オプション QPHY-USB4-TX-RX

必要なオプション
シリアルデータ解析バンドル： 

マルチレーンSDA LinQフレームワーク、EyeDrII & VirtualProbeによるアイ、ジッタ、ノイズ、クロストーク

測定（LINKQおよび-VIRTUALPROBE必須オプションが含まれます）

LM10Zi-SDAIII-COMPLETELINQ 
 または SDA10Zi-COMPLETELINQ 

 WM8Zi-SDAIII-COMPLETELINQ 
 または SDA8Zi-COMPLETELINQ

64 Mポイント / chメモリオプション（SDA MCM-10Zi-Aモデルは標準） LM10ZI-M-64

WavePulser 40iX 高速インタコネクト・アナライザ 

（ケーブルディエンベッドとシンクチャネル校正に必要）

製品の説明 製品型式
高速インタコネクト・アナライザ、4ポート、Sパラメータ 
DC-40 GHz、空間分解能 <1 mm、内部校正、位相整
合ケーブル4本

WavePulser-40iX

オプションとアクセサリについては、WavePulser-40iXデータシートを参照
してください。
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